
様式第１号（第１１条関係） 

  令和２年１１月２日

井原市議会議長 坊 野 公 治 殿 

     第１班 班長 大 滝 文 則  

市民の声を聴く会実施報告書 

開催日時  令和２年１０月２９日（木曜日） １９時００分～２０時３０分 

開催場所 木之子 地区 「 木之子公民館 」 

出席議員 大滝文則・上野安是・惣台己吉・細羽敏彦・妹尾文彦 

参加者数  ２５名 

主な意見 

要 望 等 

意見交換会で出された意見については、別紙のとおり。 

備  考 



地区名： 地区

 テーマ『フリートーク』 開催日：
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2

3

4

5

6
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木之子の放課後児童クラブは保護者が運営している。
600万と利用料で年間1000万で運営している。
給料計算や労務の関係の手続きも大変、運営等について役員の負担が大きい。
市にサポートをお願いしても冷たい対応をされる。
市のほうでサポートしてほしいが、出来ないのか。
3年生の保護者が役員になるので、2年生でやめる人が多い。
3年生の保護者は本当は保育を利用したいが利用できていない。

出された意見

女性会、現在は６地区あるが来年度からなくなる。
女性会が廃止された後の女性が活躍する受け皿を作ってほしい。
まちづくりの中に女性部を入れるとか。
行政に方向性や案を示してほしい。
執行部にお願いしているのに、回答がない。このままほっとくのですか。議会のほうからも執行部に話をしてほしい。

人口増減に対しては、まちづくりが直結している。
市街地のほうだけではなく、端のほうも目を向けてほしい。
木之子には公共的な施設があまりないので、分散して木之子でも作れないものか。
民俗資料館とか。防災に関するものとか。東部地区の基地とか。

井原市の女性の地位が低いように感じる。議員も少ない。
市全体として、女性が立候補できる環境づくりが必要ではないか。
農業委員会は、女性の枠というものを作って参加してもらうようにしている。

保育所、お昼寝の時間に選挙カーに回ってこられると、園児の目が覚める。
幼稚園でも、預かり保育で寝ているところもある。
選挙の間は13時から15時くらいは保育園の前では音を出さないようにしてほしい。
選挙の時には保育園、幼稚園の場所をきっちり把握して、お昼寝の時間には音を出さないよう移動してほしい。

木之子の水防倉庫が山砂地区へ移転される。いつできるのか。内容・大きさなどについて教えてください。

民生委員の目から見て、個々の住民に対する支援が希薄であるように感じる。
保健婦さんの人数が少ない。増やしてほしい。
巡回して、血圧検査などをしてもらえないか。

第１０回「市民の声を聴く会」意見交換会実施報告書 木之子

令和 ２年１０月２９日

番号 備考



出された意見番号 備考
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稲倉産業団地について、木之子は下流になるが治水対策はどうなっているのか。
稲木川に木之子の工業団地から排水が7割出ている、平成30年7月豪雨ではあふれそうだった。
稲倉産業団地ができたらもっと増水すると予想される、どのように対応するのか。
稲倉産業団地の企業誘致はできる予定で動いているのか。
稲倉産業団地は雇用の確保のためにも、議会と執行部と話を合わせて一緒に頑張ってほしい。

市道井原北川線。中島硝子の少し先から歩道がない区間がある。市では地元で地権者と話をして土地を譲るという交
渉をまとめて要望書をを出してくれたらするという。議会のほうからも話をしてほしい。

木之子工業団地の東洋化学？会社に市内から人があんまり行っていないように思われる。
稲倉産業団地の企業誘致に関しては、市外から雇うのではなく、地元から雇うようにししてほしい。



様式第１号（第１１条関係） 

  令和２年１１月６日

井原市議会議長 坊 野 公 治 殿 

     第３班 班長 坊 野 公 治  

市民の声を聴く会実施報告書 

開催日時  令和２年１１月５日（木曜日） １９時００分～２０時３５分 

開催場所 荏原 地区 「 井原市ふれあいセンター 」 

出席議員 
坊野公治・荒木謙二・佐藤 豊・西田久志・柳原英子  

大滝文則                     計６名 

参加者数  ２７名(上記議員を除く) 

主な意見 

要 望 等 

意見交換会で出された意見については、別紙のとおり。 

備  考 



第１０回　「市民の声を聴く会」意見交換会実施報告書 地区名： 地区

テーマ『 フリートーク 』 開催日： 令和 ２年１１月５日
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各団体から声を聞くというのは前進だ。

新町の開発の3億8000万の内訳を知りたい。

新町の開発の収支がうまくいっているのか知りたい。

地域活性化委員会で先進地への視察にはどのようなところへ行ったのか。

小児科が、必要だ。

経ヶ丸グリーンパークの手入れができていない。

荏原

番号 出された意見

CP化成の倉庫のところ、水が流れているはやく対策をしてほしい。

稲倉の工業団地のアクセス道仮設道路、撤去するのは、もったいない。

基金が160億あったのに58億つかっている。大丈夫か。どんなことに使っているのか。

市政の改革が見られない。もっと思い切った改革をするべきだ。

備考

コロナ対策として議会が提案したものがあるか。

若い議員や女性の議員がでないのはなぜか、報酬だけの問題ではないのでは。

青木地区の消防機庫と火の見櫓はどうなるのか。

水草の駆除してほしい。

渋沢栄一の大河ドラマの情報はあるのか。

道の駅が欲しい。

しっかりした観光対策ができていない。



様式第１号（第１１条関係） 

 令和２年１１月 １１日

井原市議会議長 坊 野 公 治  殿 

第 ２ 班 班長 簀 戸 利 昭   

市民の声を聴く会実施報告書 

開催日時  令和２年１１月 １０日（火） １９時００分～２０時３０分 

開催場所  西江原 地区 「 西江原公民館 」 

出席議員 
簀戸利昭、三宅文雄、西村慎次郎、宮地俊則、多賀信祥 

 坊野公治、大滝文則                 計７名 

参加者数  １９名 

主な意見 

要 望 等 

意見交換会で出された意見については、別紙のとおり。 

備  考 



第１０回　「市民の声を聴く会」意見交換会実施報告書 地区名： 地区

開催日：

1

2
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4
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11 議会からの報告に対する質問

12 議会からの報告に対する質問

コロナ対策予算の執行状況は把握しているか。

議員報酬をなぜ今検討したか、施行日を後にしたのなら何故決定を先延ばししなかったか。

大雨洪水災害の時に土嚢袋などの配布の仕方が不便だった。すぐに必要な簡易な物は地区公民館に置いてほしい。補
助金額の拡充。

稲倉産業団地の立地企業はあてがあるのか。期待できると思わない。

人口減少に対しての計画やPRはどのようにしているのか。雇用の場や地域の魅力がうまく発信されていないのではない
か。空き家対策の研究はどうなっているのか。

デニムのPRが不足していないか。

デニムストリートが駅から遠いのはなぜか。効果が薄くなる気がする。

学校へのマスクの配布はどういうやり方か。

コロナ対策で予算を組んでいるが、今後の税金は上がるのか。

財政調整基金がかなり減っていると聞いているが現状はどうか。

人口減少の原因はどうか（子育て支援策をもっと手厚く、発信をしっかり）。

Wi-Fiが使える施設をもっと増やす（特に地場産）。

西江原

令和 ２年１１月１０日

番号 備考出された意見

 テーマ『  フリートーク  』



様式第１号（第１１条関係） 

   令和 2年 11 月 6 日

井原市議会議長  坊野 公治 殿 

第 4班 班長  三輪 順治 

市民の声を聴く会実施報告書 

開催日時  令和 2年 10 月 29 日（木） 19 時 00 分～20 時 40 分 

開催場所 美星地区   「美星公民館 1 階 ホール」  

出席議員 
第 4班 三輪順治、藤原浩司、山下憲雄、柳井一徳の 4名の班員 

及び坊野公治議長 

参加者数  ３８名(上記議員を除く) 

主な意見 

要 望 等 

意見交換会で出された意見については、別紙のとおり。 

備  考 



第１０回　「市民の声を聴く会」意見交換会実施報告書 地区名： 地区

テーマ『 フリートーク 』 開催日： 令和 ２年１０月２９日

1

2

3

4

5
内容を確認したところ、美星保育園では月曜日
から土曜日まで開園し、園児を預かっています。
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10 西町からお寺に通じる道150ｍの間

11
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申請手続書の記入内容が複雑である。

美星

番号 出された意見 備考

井原の高校定員割れがこれまで続いている。今後も子供の数が減少すると統合は考えられるか。

前任の担当者に申請したとこが、後任の担当に伝わっていないことがある。

学校で３密を避けて２メートル間隔に机を配置するのは無理ではないか。

市民病院の赤字経営対策をどのように考えているか。

美星保育園は土曜日に子供を預かってもらえない。毎土曜日には井原市の保育園に預かってもらって
いる。

井原市の人口減少が続く中、企業誘致できても人員供給はできるのか。

道路改修等の申請をした後の回答が遅い。（４年後に返答があったケースがある）
災害があったから待ってくれは理由にならない。

ため池を防火水槽に指定しているところは、進入道の草刈りをして、いつでもスムーズに進入できるよう
に体制を整えるべき。

市議会議員の報酬見直しについて、反対意見の内容はどのようなことか。

本庁でなければ美星支所ではわからないといわれる。担当者が美星に来ることは少ない。

真備の水害の前に申請して、赤杭を打ってあるがその後出来るともできないとも話が進んでいない。

サルが増加して農作物の被害が出ている。高齢者は生産への希望を失っている人が多い。電柵の補助
金の見直しが必要だ。

合併以来の企業誘致がこれまで実現できていない。このことに対する反省点はどのようなことか。

美星地区の水道料金が高い。同一料金にすることについて協議されているか。

ため池の検査点検をしてほしい。


